
４
月
29
日
（
日
）
午
後
６

時
よ
り
町
内
集
会
所
に
於
い

て
、
代
議
員
・
町
内
会
役
員

95
人
が
出
席
し
、
平
成
19
年

度
町
内
会
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
は
赤
井
副
会
長
の
開

会
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、

議
長
に
則
武
聰
さ
ん
を
選
出

し
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

次
に
楠
木
会
長
よ
り
「
22

年
間
、
町
内
会
長
と
し
て
皆

様
に
は
お
世
話
に
な
っ
た
。

こ
の
度
、
会
長
を
降
り

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

新
聞
づ
く
り
や
夏
・
秋

ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
も

協
力
し
て
い
く
。
ま
た
、

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
に
全
力
を
尽
く
す
」

と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。

次
に
、
普
門
副
会
長

よ
り
「
事
業
報
告
」
、

赤
井
会
計
よ
り
「
決
算

報
告
」
、
川
田
監
査
よ

り
「
監
査
報
告
」
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
け
て
、
楠
木
会
長

よ
り
「
事
業
計
画
案
」

と
「
予
算
案
」
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内

容
は
、
①
財
政
が
段
々

と
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

具
体
的
な
対
応
を
考
え

る
時
期
に
来
て
い
る
。

②
安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
は
積

極
的
に
対
応
し
て
い
く
。

③
町
内
会
加
入
を
促
進

す
る
。
併
せ
て
、
早
急

に
組
織
の
実
態
調
査
を

行
う
。
④
事
業
に
つ
い

て
は
今
ま
で
の
事
業
を

踏
襲
し
て
い
く
等
々
で
し
た
。

そ
し
て
、
質
疑
に
入
り
、

２
人
か
ら
町
内
会
加
入
に
つ

い
て
前
向
き
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
他
、
質
疑
は
な
く
、

全
員
の
拍
手
で
平
成
18
年
度

事
業
・
決
算
報
告
、
平
成
19

年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
承

認
し
ま
し
た
。

次
に
新
役
員
の
選
出
に
移

り
、
総
会
の
中
で
は
、
町
内

会
新
三
役
（
会
長
、
副
会
長
、

会
計
）
の
方
が
自
己
紹
介
し
、

新
会
長
の
赤
井
会
長
よ
り
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
山
田
副
会
長
よ
り

閉
会
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、

総
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

ご
苦
労
様
で
し
た
。

(1) 第 ４０６ 号 町 内 新 聞 平成19年５月１日 発行

発 行 所

花尻町内会

発行責任者

赤井和彦

編集責任者

楠木忠司

平
成
19
年
度
町
内
会
総
会
は
４
月
29
日
（
日
）
午
後

６
時
よ
り
、
町
内
集
会
所
に
於
い
て
、
代
議
員
、
町

内
会
役
員
95
名
が
出
席
し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
平

成
19
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
が
決
定
し
ま
し
た
。

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
寄
せ
頂
い
た
方
々

★
逢
沢
一
郎
衆
議
院
議
員

★
片
山
虎
之
助
参
議
院
議
員

★
熊
代
昭
彦
元
衆
議
院
議
員

★
波
多
洋
治
県
議
会
議
員

板野隆副会長(本町)平松勝弘副会長(あかね町)黒岩善一副会長(ききょう町)明樂忠雄副会長(みどり町)赤井紀一会計(本町)

赤井和彦会長(本町)

平
成
19
年
度
町
内
会
新

三
役
の
皆
様
様
で
す
。

町
民
皆
様
の
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

副会長には板野隆氏（本町）平松勝弘氏（あかね町）黒岩善一氏（ききょう町）、

明樂忠雄氏（みどり町）を選出 会計には赤井紀一氏を再選

皆様のご支援・ご協力をよろしくお願いいたします



吉
備
中
学
校
の
入
学
式
は
４

月
11
日
（
水
）
午
前
10
時
よ

り
新
入
生
３
０
１
名
を
含
む

約
１
０
０
０
名
の
参
加
の
も

と
、
厳
か
に
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

新
入
生
全
員
が
着
席
し
式

典
は
始
ま
り
ま
し
た
。

開
会
の
辞
、
君
が
代
斉
唱
、

新
入
生
紹
介
と
続
き
、
学
校

長
式
辞
に
移
り
ま
し
た
。

山
本
校
長
先
生
よ
り
「
希
望

と
期
待
に
あ
ふ
れ
て
い
る
３

０
１
名
の
新
入
生
を
迎
え
た
」

そ
し
て
、
岡
山
出
身
の
マ
ラ

ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
有
森
裕
子
さ

ん
を
例
に
「
バ
ル
セ
ロ
ナ
・

ア
ト
ラ
ン
タ
両
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
銀
・
銅
の
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
。
『
自
分
で
自
分
を

ほ
め
た
い
』
『
力
の
限
り
を

尽
く
し
た
』
『
後
悔
を
し
た

く
な
い
の
で
全
力
を
尽
く
し

た
』
と
の
言
葉
は
有
名
で
あ

る
。
こ
の
言
葉
は
頑
張
っ
た

人
し
か
言
え
な
い
。
見
え
な

い
と
こ
ろ
で
の
精

進
が
大
切
。
３
年

間
は
短
い
が
何
か

が
で
き
る
。
13
・

14
・
15
の
春
は
再

び
巡
っ
て
こ
な
い
。

悔
い
の
な
い
日
々

を
送
っ
て
ほ
し
い
。

新
鮮
な
気
持
ち
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
」

と
の
式
辞
が
あ
り

ま
し
た
。

次
に
、
在
校
生

を
代
表
し
て
高
島

さ
ん
よ
り
「
心
か

ら
歓
迎
す
る
。
期

待
や
不
安
で

い
っ

ぱ
い
だ
と
思
う
。
新
し
い
こ

と
が
多
い
。
自
分
で
考
え
る

こ
と
が
必
要
。
安
心
し
て
中

学
校
生
活
を
送
っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
の
歓
迎
の
こ
と
ば

が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
新
入
生
を
代
表

し
て
和
田
君
が
「
期
待
と
不

安
、
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
て

い
る
。
最
高
の
思
い
出
に
な

る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
力

強
く
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

次
に
、
１
年
生
担
当
の
職

員
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
全
員
で
校
歌
を

合
唱
し
、
閉
会
の
辞
が
述
べ

ら
れ
約
30
分
で
入
学
式
は
終

わ
り
り
、
拍
手
で
新
入
生
は

会
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

陵
南
小
学
校
の
入

学
式
は
桜
の
花
の
残

る
４
月
12
日
（
木
）
、

午
前
10
時
よ
り
陵
南

小
学
校
体
育
館
で
新

１
年
生
、
１
５
１
名

を
迎
え
、
入
学
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

拍
手
で
迎
え
ら
れ

た
新
入
生
は
少
し
緊

張
し
な
が
ら
も
堂
々

と
入
場
し
、
席
に
着

き
ま
し
た
。

開
会
の
こ
と
ば
、

国
歌
斉
唱
に
続
き
、

岡
崎
校
長
先
生
よ
り

「
皆
さ
ん
が
入
学
し

て
、
陵
南
小
学
校
の

生
徒
は
８
９
５
名
に
な
っ
た
。

小
学
校
で
は
、
給
食
が
食
べ

ら
れ
、
教
科
書
を
使
っ
て
勉

強
も
あ
る
。
お
兄
さ
ん
や
お

姉
さ
ん
が
い
る
。
広
い
体
育

館
も
あ
る
。
楽
し
い
こ
と
が

い
っ
ぱ
い
あ
る
。
今
ま
で
よ

り
少
し
ガ
マ
ン
し
て
ほ
し

い
。
」
と
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
担
任
の
先
生

が
紹
介
さ
れ
、
先
生
に

「
お
願
い
し
ま
す
」
と
頭

を
下
げ
ま
し
た
。

次
に
、
市
長
か
ら
の

「
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
大
月
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
よ
り
「
明
日
か
ら
は

上
級
生
の
方
と
一
緒
に
登

校
す
る
。
毎
日
勉
強
や
運

動
を
し
た
り
、
掃
除
も
す
る
。

美
味
し
い
給
食
も
食
べ
ら
れ

る
。
楽
し
ん
で
下
さ
い
。
」

と
の
お
祝
い
の
こ
と
ば
が
あ

り
ま
し
た
。

次
に
、
６
年
生
を
代
表
し

て
「
皆
さ
ん
が
入
学
し
て
と

て
も
う
れ
し
い
。
遠
足
に
行
っ

た
り
、
運
動
会
が
あ
っ
た
り

学
校
は
楽
し
い
こ
と
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
。
先
生
も
や
さ
し

い
。
困
っ
た
時
に
は
先
生
や

私
た
ち
に
言
っ
て
下
さ
い
。
」

と
の
歓
迎
の
こ
と
ば
が
あ
り

ま
し
た
。

次
に
、
在
校
生
・
保
護
者

の
方
を
向
い
て
「
一
年
生
の

歌
」
を
歌
い
ま
し
た
。

校
歌
斉
唱
、
閉
会
の
こ
と

ば
で
式
典
は
終
わ
り
、
担
任

の
先
生
の
先
導
で
拍
手
の
中

を
退
場
し
ま
し
た
。

(2) 第 ４０６ 号 町 内 新 聞 平成19年５月１日 発行

吉
備
中
学
校
・
陵
南
小
学
校
、
陵
南
幼
稚
園
で
入
学
式

入
園
式
が
行
わ
れ
る
！

陵南小学校は１５１名が入学しました



陵
南
幼
稚
園
の
入
園
式

は
好
天
に
恵
ま
れ
た
４
月

13
日
（
金
）
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

午
前
10
時
前
に
は
は
拍

手
の
中
を
担
任
の
先
生
と

一
緒
に
入
場
し
ま
し
た
。

全
員
が
着
席
し
、
開
会

の
こ
と
ば
で
入
園
式
は
始

ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
西
村
園
長
先
生

よ
り
「
陵
南
幼
稚
園
に
は
、

う
め
組
、
き
く
組
も
も
組

と
大
き
い
組
の
人
が
い
る
。

幼
稚
園
に
は
う
さ
ぎ
や
砂

場
、
ぶ
ら
ん
こ
や
す
べ
り
台

が
あ
る
。
バ
ス
の
乗
っ
て
遠

足
に
も
行
く
。
楽
し
い
こ
と

が
い
っ
ぱ
い
あ
る
。
来
週
か

ら
元
気
で
来
て
下
さ
い
。
」

と
の
お
祝
い
の
こ
と
ば
が
あ

り
ま
し
た
。

続
い
て
、
担
任
の
紹
介
が

あ
り
、
先
生
の
名
前
を
呼
ば

れ
る
た
び
に
「
お
じ
き
」
を

し
、
み
ん
な
で
チ
ュ
ウ
リ
ッ

プ
の
歌
を
歌
い
ま
し
た
。

最
後
に
陵
南
幼
稚
園
の
歌

を
歌
っ
て
約
20
分
で
入
園
式

は
終
わ
り
ま
し
た
。

い
つ
も
の
風
景
で
す
が
、

泣
く
子
や
席
を
立
つ
子
、
元

気
に
返
事
を
し
て
い
る
子
な

ど
様
々
で
し
た
。

ご
入
園
さ
れ
た
皆
様
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

学
区
内
、
各
町
内
会
老
人

ク
ラ
ブ
の
高
齢
者
が
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
各
自
の
健
康
管
理

と
ふ
れ
あ
い
交
流
を
深
め
て
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
指
導
者

育
成
を
目
的
と
し
た
「
陵
南

学
区
老
人
ク
ラ
ブ

グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
戦
」
が
４

月
10
日
（
火
）
岡
山
ド
ー
ム

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
午
前
８
時
よ

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
の
６
町
内
会
（
花
尻

町
内
会
も
１
チ
ー
ム
参
加
）

ク
ラ
ブ
40
名
が
、
24
ホ
ー
ル

の
コ
ー
ス
で
力
強
い
テ
ィ
シ
ョ
ッ

ト
や
パ
ッ
テ
ン
グ
で
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

３
組
の
分
か
れ
て
プ
レ
ー

を
行
い
ま
し
た
が
、
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
・
絶
妙
の
テ
ィ
ー

シ
ョ
ッ
ト
が
出
る
た
び
に

「
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
」
と
の

歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

プ
レ
ー
の
合
間
に
は
、
自

分
の
健
康
管
理
の
状
態
、
地

域
・
家
族
・
孫
な
ど
の
話
題

の
交
換
で
、
有
意
義
な
交
流

戦
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
交
流
戦
は
平
成
18
年

３
月
か
ら
毎
月
１
回
、
各
町

内
会
ク
ラ
ブ
で
の
練
習
結
果

を
発
揮
す
る
場
と
し
て
始
め

た
が
、
競
技
技
術
と
プ
レ
ー

マ
ナ
ー
な
ど
完
全
に
定
着
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
下

さ
い
。

(3) 第 ４０６ 号 町 内 新 聞 平成19年５月１日 発行

陵
南
幼
稚
園
に
は
８
２
名
が
入
園
し
ま
し
た

花
尻
子
ど
も
会

総
会
・
新
１
年
生
歓
迎
会
を
開
く

陵
南
学
区
老
人
ク
ラ
ブ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
戦
を
開
催
！

携
帯
電
話
基
地
局

設
置
に
つ
い
て

「
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ａ
」
用
の

無
線
基
地
局
と
し
て
ア

ン
テ
ナ
設
置
を
、
津
高

開
発
㈱
入
居
の
ビ
ル
屋

上
（
花
尻
き
き
ょ
う
町
）

に
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
中

国
に
よ
り
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

工
事
期
間
は
４
～
５
ヶ

月
で
す
が
、
着
工
日
及

び
詳
細
に
つ
い
て
は
、

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
お
問
い
合
せ

は
㈱
ド
コ
モ
中
国
ま
で

去
る
４
月
７
日
（
土
）
、
き
き
ょ

う
公
園
に
て
、
新
１
年
生
の
歓
迎
会

を
兼
ね
た
「
子
ど
も
会
総
会
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
朝
か
ら
雨
が
降
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
約
70
人
の
子
ど
も
達

が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
ず
１
年
生
の
自
己
紹
介
。
少
し

は
に
か
み
な
が
ら
名
前
を
言
う
姿
が
、

と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

そ
の
後
、
○
×
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
見
つ
け
た
ク
ジ
と

景
品
を
交
換
し
た
後
、
参
加
賞
の
お

菓
子
と
ジ
ュ
ー
ス
を
貰
っ
て
解
散
し

ま
し
た
。

短
い
時
間
で
し
た
が
、
ど
の
子
も

楽
し
そ
う
で
し
た
。

第１回町内会役員会・合同役員会のご案内

４月30日の総会で新役員が決まりました。
また、町内会各団体に於いても平成19年度の新

役員が決まっていると思います。
つきましては下記のように第１回町内会役員会、
第１回合同役員会を開催致しますので、関係者の
ご出席をお願いします。

☆第１回町内会役員会について
(1)日 時 平成19年５月６日(日)午後６時より
(2)参加者 町内会理事、土木委員
(3)協議題 ①役員任務分担について

②行事計画について
③その他

★第１回町内会合同役員会について
(1)日 時 平成19年５月６日(日)午後７時より
(2)参加者 町内各団体の代表者（できれば複数）
(3)協議題 事業計画について

子
ど
も
会
総
会
を
兼
ね
た

歓
迎
会
に
70
名
が
参
加

と
て
も
良
い
子
ば
か
り
で
し
た

し
っ
か
り
頑
張
っ
て
下
さ
い



去
る
４
月
５
日
（
木
）

満
開
の
桜
の
も
と
で
神
道

山
の
第
２
駐
車
場
で
会
員

40
名
（
男
性
27
名
、
女
性

13
名
）
が
参
加
し
賑
や
か

に
行
い
ま
し
た
。

則
武
親
和
会
会
長
あ
い

さ
つ
の
後
、
楠
木
町
内
会

会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い

て
、
吉
富
親
和
会
副
会
長

の
音
頭
で
無
礼
講
の
酒
盛

り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

絶
好
の
日
和
で
晴
天
に

恵
ま
れ
、
桜
は
私
た
ち
を

迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ア
ル
コ
ー
ル
が
入
る
に

つ
れ
て
賑
や
か
に
、
あ
ち

ら
、
こ
ち
ら
で
談
笑
が
始

ま
り
、
美
味
し
い
弁
当
に

舌
つ
づ
み
を
う
ち
ま
し
た
。

約
２
時
間
楽
し
い
賑
や

か
な
花
見
で
し
た
。

後
片
づ
け
を
し
、
来
年

を
楽
し
み
に
家
路
に
つ
き

ま
し
た
。

場
所
を
確
保
し
て
頂
い

た
成
本
さ
ん
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た

(4) 第 ４０６ 号 町 内 新 聞 平成19年５月１日 発行

満
開
の
桜
の
下

楽
し
い
花
見
を
し
ま
し
た

親
和
会

平
成
19
年
度
総
会
を
開
催

新
会
長
に
則
武
虎
政
氏
を
再
選

お
宮
の
清
掃
を
行
う

枯
れ
葉
が
山
積
み

グラウンドゴルフ大会のご参加を！

平成１９年度の最初の事業として下記のよう
に「グラウンドゴルフ大会」を開催致しますの
で、多くの皆様のご参加を宜しくお願いします。

◇日時 ５月１３日(日) 午後１時より
雨天の場合は５月２０日(日)

◇場所 花尻ききょう公園 ◇主催 花尻町内会
◇チーム編成
各団体ごとに１チーム６名、但し、人数によっ
ては当日、混成チームを編成します。

◇賞品
個人の部…男性の部、女性の部、子どもの部
団体の部…上位４チーム
ホールインワン賞

◇申込先及び締め切り日
親和会会長 則武虎政さんに５月１０日(木)ま
でにご連絡下さい。
※ルールは当日説明します。

町
内
一
斉
清
掃
に
参
加
を
お
願
い
し
ま
す

恒
例
の
春
の
町
内
一
斉
清
掃
を
左
記
の
よ
う
に
行
い

ま
す
の
で
、
各
世
帯
一
人
は
必
ず
参
加
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
同
時
配
布
の
チ
ラ

シ
を
ご
覧
下
さ
い
。

◆
日
時

５
月
27
日
（
日
）
午
前
８
時
よ
り

◆
参
加

各
世
帯
一
人
参
加

◆
用
具

町
内
会
で
準
備

◆
集
合
場
所

チ
ラ
シ
参
照

◆
服
装

作
業
の
で
き
る
服
装
で
参
加

※
町
内
一
斉
清
掃
に
参
加
し
な
い
世
帯
は
３
千
円
徴
収

し
ま
す
。

但
し
、
冠
婚
葬
祭
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
町
内

会
を
代
表
し
て
行
事
へ
の
参
加
世
帯
等
は
除
き
ま
す
。

そ
の
場
合
、
町
内
会
三
役
に
必
ず
連
絡
の
こ
と
。

新
緑
も
鮮
や
か
な
４
月
29

日
（
日
）
午
後
１
時
よ
り
親

和
会
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
約

70
人
が
参
加
し
、
お
宮
の
清

掃
を
行
い
ま
し
た
。

お
宮
の
境
内
や
周
辺
の
道

路
、
溝
に
は
枯
れ
葉
が
溜
ま

り
、
ほ
う
き
や
熊
手
、
鍬
な

ど
で
集
め
、
大
き
な
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
境
内
や
本
殿
は
雑

巾
で
拭
き
掃
除
を
し
ま
し
た
。

い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
、

作
業
は
１
時
前
よ
り
行
い
、

午
後
１
時
30
分
に
は
見
違
え

る
よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま

し
た
。
集
め
た
枯
れ
葉
は
大

き
な
袋
で
22
袋
あ
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
暑

い
中
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

尚
、
春
ま
つ
り
は
、
行
灯

や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
載
、
だ
ん
じ

り
・
み
こ
し
の
行
進
等
の
行
事

は
し
ま
せ
ん
が
、
春
ま
つ
り
は

５
月
６
日
（
日
）
午
前
10
時
よ

り
、
宮
総
代
さ
ん
を
中
心
に
お

宮
で
神
事
を
行
い
ま
す
。

で
き
る
限
り
お
宮
へ
の
参
拝

を
お
願
い
し
ま
す
。

花
尻
親
和
会
、
平
成
19
年
度

総
会
は
晴
天
に
恵
ま
れ
た
４
月

29
日
（
日
）
お
宮
の
清
掃
が
終

わ
っ
た
後
、
午
後
１
時
40
分
頃

よ
り
、
お
宮
の
境
内
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

風
早
副
会
長
の
司
会
で
始
ま

り
、
平
成
18
年
度
の
事
業
報
告
・
・

会
計
報
告
が
さ
れ
、
続
い
て
、

平
成
19
年
度
の
事
業
計
画
が
提

案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
度
新
役
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。
（
三
役
の
み
）

会

長

則
武
虎
政
、

副
会
長

風
早
一
郎
、
吉
富
健
、

板
野
喜
美
江

会

計

則
武
康
彦

（
敬
称
略
）


